
（別紙３）

～ 令和6年　12月　31日

（対象者数） ２９人 （回答者数）
37人

～ 令和6年　12月　31日

（対象者数） 6人 （回答者数）
6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、学び続ける姿勢を大切に、研修会への参加や外部講

師からの支援を受け、支援の質の向上に努めます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ご本人の運動能力に合わせて、利用する教室をバリアフリー

に対応した教室に変更が可能です。

2

・時間にゆとりをもっったプログラムを提供予定です。

また、外出訓練などのプログラムを検討中です。

3

スタッフの専門性が高い。 ・スタッフミーテイングを充実させるようにしています。

・放課後等デイは必ずセラピストの配置しています。

・支援の前後で打ち合わせと振り返りを実施し、チームで支援

方法を検討しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

バリアフリーに対応していない。 現在、肢体不自由児などの利用がなかった為

地域交流の機会がすくない。 ・施設内で完結するプログラムが多い。

・提供時間内に地域交流する事が難しい。

令和6年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもサポート広場ぐんぐんロケット

○保護者評価実施期間
令和　6年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


